
自治体法務研究 2024・春◆ 120

に
基
づ
き
当
選
無
効
と
な
っ
た
。

こ
の
当
選
無
効
に
よ
り
、
被
上
告
人

は
遡
っ
て
市
会
議
員
の
職
を
失
う
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、上
告
人
で
あ
る
市
は
、

被
上
告
人
の
逮
捕
か
ら
当
選
無
効
ま
で

の
議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
、
並
び
に

被
上
告
人
の
み
を
構
成
員
と
す
る
会
派

に
支
出
し
た
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、

そ
の
利
得
を
保
持
さ
せ
る
法
的
な
根
拠

が
な
い
と
判
断
を
し
、
金
銭
の
返
還
を

求
め
て
被
上
告
人
に
対
す
る
不
当
利
得

返
還
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
。

第
１
審
及
び
原
審
は
、
い
ず
れ
に
つ

い
て
も
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
成
立

を
認
め
た
が
、
他
方
で
被
上
告
人
の
市

会
議
員
と
し
て
の
活
動
に
よ
り
上
告
人

に
も
利
得
が
生
じ
て
い
る
と
し
、
被
上

告
人
に
も
上
告
人
に
対
す
る
不
当
利
得

返
還
請
求
が
成
立
す
る
と
し
た
。
そ
の

上
で
互
い
の
請
求
権
の
相
殺
を
認
め
、

結
果
と
し
て
上
告
人
の
請
求
に
つ
い
て

は
、
そ
の
一
部
分
し
か
認
容
し
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
本
判
決
は
、
政
務
活
動

費
に
つ
い
て
は
、
市
会
議
員
の
調
査
研

究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
の
助
成
と
し
て
交
付
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
政
務
活
動
の
対
価
と
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利
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返
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求
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　
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和
５
年

12
月
12
日
判
決　

令
和
４
年
（
行
ヒ
）

第
３
１
７
号

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

原
審　

大
阪
高
等
裁
判
所　

令
和
４
年

７
月
１
日
判
決 　

令
和
４
年
（
行
コ
）

15
号

第
一
審　

大
阪
地
方
裁
判
所　

令
和
３

年
12
月
23
日
判
決　

令
和
２
年（
行
ウ
）

第
77
号
／
同
第
78
号

破
棄
自
判

自
治
体
勝
訴

（
要
旨
）

被
上
告
人
は
市
会
議
員
で
あ
っ
た

が
、
公
職
選
挙
法
第
２
２
１
条
第
３
項

第
１
号
、同
条
第
１
項
第
１
号
の
罪（
公

職
の
候
補
者
に
よ
る
買
収
）
に
よ
り
令

和
元
年
５
月
17
日
か
ら
同
年
６
月
６
日

ま
で
逮
捕
・
勾
留
さ
れ
、
同
年
９
月
６

日
に
は
有
罪
判
決
を
受
け
た
。そ
し
て
、

令
和
２
年
２
月
13
日
に
同
判
決
が
確
定

し
た
た
め
、
公
職
選
挙
法
第
２
５
１
条

し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
と
は
い
え
ず
、

公
職
選
挙
法
第
２
５
１
条
の
規
定
に
よ

り
遡
っ
て
市
会
議
員
の
職
を
失
っ
た
当

選
人
を
唯
一
の
所
属
議
員
と
す
る
会
派

が
政
務
活
動
を
行
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
活
動
に
よ
り
上
告
人
が
利
益

を
受
け
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
、
被
上
告
人
か
ら
の
不
当
利
得

返
還
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。

ま
た
、
議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
も
、
公
職
選
挙
法
第

２
５
１
条
所
定
の
罪
を
犯
し
て
刑
に
処

せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、当
該
当
選
人
は
、

自
ら
民
主
主
義
の
根
幹
を
成
す
公
職
選

挙
の
公
明
、
適
正
を
著
し
く
害
し
た
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
同
条
の
規
定

に
よ
り
遡
っ
て
市
会
議
員
の
職
を
失
っ

た
当
選
人
が
市
会
議
員
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
上
告

人
と
の
関
係
で
価
値
を
有
し
な
い
も
の

と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
、
こ
の

点
に
つ
い
て
も
被
上
告
人
か
ら
の
不
当

利
得
返
還
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
被
上
告
人
の
相
殺
の
主

張
は
排
斥
さ
れ
、
上
告
人
の
請
求
が
全

部
認
容
さ
れ
る
判
決
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
判
決
に
は
裁
判
官
１
名
の
反



121◆自治体法務研究 2024・春

上
告
人
は
、
本
件
会
派
に
対
し
、
第
１

審
判
決
別
紙
２
の
と
お
り
、
令
和
元
年

７
月
分
か
ら
令
和
２
年
２
月
分
ま
で
の

政
務
活
動
費
合
計
４
１
０
万
４
０
０
０

円
（
以
下
「
本
件
政
務
活
動
費
」
と
い

う
。）
を
交
付
し
た
。

２　

本
件
は
、
上
告
人
が
、
被
上
告

人
に
対
し
、
本
件
有
罪
判
決
が
確
定
し

た
た
め
、
被
上
告
人
の
上
記
の
当
選
は

公
職
選
挙
法
２
５
１
条
の
規
定
に
よ
り

無
効
と
な
り
、
被
上
告
人
は
遡
っ
て
市

会
議
員
の
職
を
失
っ
た
な
ど
と
し
て
、

本
件
議
員
報
酬
等
相
当
額
及
び
本
件
政

務
活
動
費
相
当
額
の
不
当
利
得
の
返
還

等
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。
被
上
告
人

は
、
上
記
各
相
当
額
と
同
額
の
不
当
利

得
返
還
請
求
権
を
自
働
債
権
と
す
る
相

殺
の
抗
弁
を
主
張
す
る
な
ど
し
て
、
上

告
人
の
請
求
を
争
っ
て
い
る
。

第
２ 

上
告
代
理
人
岩
本
安
昭
、
同

竹
村
真
紀
子
の
上
告
受
理
申
立
て
理
由

の
う
ち
政
務
活
動
費
に
関
す
る
部
分
に

つ
い
て

１　

原
審
は
、
前
記
事
実
関
係
の
下

に
お
い
て
、
本
件
有
罪
判
決
が
確
定
し

た
た
め
、
被
上
告
人
の
前
記
当
選
は
公

職
選
挙
法
２
５
１
条
の
規
定
に
よ
り
無

効
と
な
り
、
本
件
政
務
活
動
費
の
交
付

は
遡
っ
て
そ
の
法
律
上
の
原
因
を
欠
く

こ
と
と
な
る
か
ら
、
上
告
人
は
本
件
会

派
の
唯
一
の
所
属
議
員
で
あ
っ
た
被
上

告
人
に
対
し
本
件
政
務
活
動
費
相
当
額

の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
有
す
る
な

ど
と
し
た
上
で
、
要
旨
次
の
と
お
り
判

断
し
、
被
上
告
人
の
相
殺
の
抗
弁
を
一

部
認
め
て
、
上
告
人
の
不
当
利
得
返
還

請
求
を
相
殺
後
の
残
額
の
限
度
で
認
容

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

上
告
人
は
、
本
件
会
派
が
、
本
件
有

罪
判
決
が
確
定
す
る
前
に
、
本
件
政
務

活
動
費
の
一
部
を
大
阪
市
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
（
平
成
13
年

大
阪
市
条
例
第
25
号
）
で
定
め
ら
れ
た

経
費
の
範
囲
で
使
用
し
て
相
応
の
調
査

研
究
等
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
利
益
を

受
け
た
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
被
上
告

人
は
、
上
告
人
に
対
し
、
上
記
一
部
に

相
当
す
る
額
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権

を
有
す
る
。

２　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
記
条
例
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
る
政

務
活
動
費
は
、
市
会
議
員
の
調
査
研
究

１　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
被
上
告
人
は
、
平
成
31
年
４

月
７
日
に
行
わ
れ
た
大
阪
市
の
議
会
の

議
員
（
以
下
「
市
会
議
員
」
と
い
う
。）

の
選
挙
に
当
選
し
た
。

被
上
告
人
は
、令
和
元
年
９
月
６
日
、

上
記
選
挙
に
関
し
、
公
職
選
挙
法

２
２
１
条
３
項
１
号
、
同
条
１
項
１
号

の
罪
（
公
職
の
候
補
者
に
よ
る
買
収
）

に
よ
り
懲
役
１
年
、
５
年
間
執
行
猶
予

の
有
罪
判
決
（
以
下
「
本
件
有
罪
判
決
」

と
い
う
。）を
受
け
、本
件
有
罪
判
決
は
、

令
和
２
年
２
月
13
日
に
確
定
し
た
。

（
２
）
上
告
人
は
、
被
上
告
人
に
対
し
、

第
１
審
判
決
別
紙
１
の
と
お
り
、
令
和

元
年
５
月
分
か
ら
令
和
２
年
２
月
分
ま

で
の
議
員
報
酬
並
び
に
令
和
元
年
６
月

分
及
び
同
年
12
月
分
の
期
末
手
当
の
合

計
額
か
ら
源
泉
徴
収
税
額
を
控
除
し
た

１
０
０
１
万
０
６
１
１
円
（
以
下
「
本

件
議
員
報
酬
等
」
と
い
う
。）
を
支
給

し
た
。

（
３
）
被
上
告
人
は
、
令
和
元
年
６

月
19
日
、
被
上
告
人
の
み
を
所
属
議
員

と
す
る
会
派
（
以
下
「
本
件
会
派
」
と

い
う
。）
を
結
成
し
た
。

対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。

【
関
連
法
規
】 

公
職
選
挙
法
第
２
５
１

条
、
地
方
自
治
法
第

１
０
０
条
第
14
項
・
第

２
０
３
条
、
民
法
第

７
０
９
条

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

１　

原
判
決
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　

第
１
審
判
決
を
次
の
と
お
り
変
更

す
る
。

　

被
上
告
人
は
、
上
告
人
に
対
し
、

１
４
１
１
万
４
６
１
１
円
及
び
う
ち

１
３
４
２
万
０
９
４
３
円
に
対
す
る

令
和
２
年
２
月
14
日
か
ら
、
う
ち

69
万
３
６
６
８
円
に
対
す
る
同
月
17

日
か
ら
各
支
払
済
み
ま
で
年
５
分
の

割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

２　

訴
訟
の
総
費
用
は
被
上
告
人
の
負

担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

第
１　

事
案
の
概
要
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そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
の
助
成
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
同
条
例
５
条
所
定
の
政

務
活
動
（
以
下
、
単
に
「
政
務
活
動
」

と
い
う
。）
の
対
価
と
し
て
交
付
さ
れ

る
も
の
と
は
い
え
ず
、
公
職
選
挙
法

２
５
１
条
の
規
定
に
よ
り
遡
っ
て
市
会

議
員
の
職
を
失
っ
た
当
選
人
を
唯
一
の

所
属
議
員
と
す
る
会
派
が
政
務
活
動
を

行
っ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
活

動
に
よ
り
上
告
人
が
利
益
を
受
け
た
と

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
上
記
当
選
人
は
、
上

告
人
に
対
し
、
上
記
会
派
の
行
っ
た
政

務
活
動
に
関
し
、
不
当
利
得
返
還
請
求

権
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
上
告
人
は
、
上
告

人
に
対
し
、
上
記
１
の
相
殺
の
抗
弁
に

係
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
有
す
る

も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

３　

以
上
に
よ
れ
ば
、
上
記
相
殺
の

抗
弁
は
全
部
認
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
、

こ
れ
を
一
部
認
め
た
原
審
の
判
断
に

は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
り
、
論
旨
は

理
由
が
あ
る
。

上
記
期
間
を
除
く
期
間
に
つ
い
て
支
給

さ
れ
た
議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
額

に
相
当
す
る
額
の
不
当
利
得
返
還
請
求

権
を
有
す
る
。

２　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
員
の
選
挙
に
お
け
る
当
選
人
が
そ

の
選
挙
に
関
し
公
職
選
挙
法
２
５
１
条

所
定
の
罪
を
犯
し
て
刑
に
処
せ
ら
れ
た

場
合
に
は
、
当
該
当
選
人
は
、
自
ら
民

主
主
義
の
根
幹
を
成
す
公
職
選
挙
の
公

明
、
適
正
を
著
し
く
害
し
た
も
の
と
い

う
べ
き
で
あ
り
、
同
条
は
、
こ
の
よ
う

な
点
に
鑑
み
、
上
記
の
場
合
に
お
け
る

当
選
の
効
力
を
遡
っ
て
失
わ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
条
の
規
定
に
よ

り
遡
っ
て
市
会
議
員
の
職
を
失
っ
た
当

選
人
が
市
会
議
員
と
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
上
告
人
と

の
関
係
で
価
値
を
有
し
な
い
も
の
と
評

価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
上
記
当
選
人
は
、
上

告
人
に
対
し
、
市
会
議
員
と
し
て
行
っ

た
活
動
に
関
し
、
不
当
利
得
返
還
請
求

権
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
き

そ
し
て
、
前
記
事
実
関
係
及
び
上
記

２
に
説
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
上

告
人
の
本
件
政
務
活
動
費
相
当
額
の
不

当
利
得
返
還
請
求
及
び
こ
れ
に
対
す
る

民
法
７
０
４
条
前
段
所
定
の
利
息
の
請

求
は
全
部
理
由
が
あ
る
。

第
３　

上
告
代
理
人
岩
本
安
昭
、
同

竹
村
真
紀
子
の
上
告
受
理
申
立
て
理
由

の
う
ち
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
部
分
に

つ
い
て

１　

原
審
は
、
前
記
事
実
関
係
の
下

に
お
い
て
、
本
件
議
員
報
酬
等
の
支
給

は
遡
っ
て
法
律
上
の
原
因
を
欠
く
こ
と

と
な
る
か
ら
、
上
告
人
は
被
上
告
人
に

対
し
本
件
議
員
報
酬
等
相
当
額
の
不
当

利
得
返
還
請
求
権
を
有
す
る
な
ど
と
し

た
上
で
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
断
し
、

被
上
告
人
の
相
殺
の
抗
弁
を
一
部
認
め

て
、
上
告
人
の
不
当
利
得
返
還
請
求
を

相
殺
後
の
残
額
の
限
度
で
認
容
す
べ
き

も
の
と
し
た
。

上
告
人
は
、
被
上
告
人
が
、
本
件
有

罪
判
決
が
確
定
す
る
前
に
、
逮
捕
、
勾

留
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
き
、
市
会
議

員
と
し
て
相
応
の
活
動
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
利
益
を
受
け
た
も
の
と
い
え
る

か
ら
、
被
上
告
人
は
、
上
告
人
に
対
し
、

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
上
告
人
は
、
上
告

人
に
対
し
、
上
記
１
の
相
殺
の
抗
弁
に

係
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
有
す
る

も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

３　

以
上
に
よ
れ
ば
、
上
記
相
殺
の

抗
弁
は
全
部
認
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
、

こ
れ
を
一
部
認
め
た
原
審
の
判
断
に

は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
り
、
論
旨
は

理
由
が
あ
る
。

そ
し
て
、
前
記
事
実
関
係
及
び
上
記

２
に
説
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
上

告
人
の
本
件
議
員
報
酬
等
相
当
額
の
不

当
利
得
返
還
請
求
及
び
こ
れ
に
対
す
る

民
法
７
０
４
条
前
段
所
定
の
利
息
の
請

求
は
全
部
理
由
が
あ
る
。

第
４　

結
論

以
上
の
次
第
で
、
原
判
決
を
主
文
第

１
項
の
と
お
り
変
更
す
る
こ
と
と
す

る
。よ

っ
て
、
判
示
第
３
に
つ
き
裁
判
官

今
崎
幸
彦
の
反
対
意
見
が
あ
る
ほ
か
、

裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文
の

と
お
り
判
決
す
る
。
な
お
、
判
示
第
３

に
つ
き
裁
判
官
林
道
晴
の
補
足
意
見
が

あ
る
。
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裁
判
官
林
道
晴
の
補
足
意
見
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
多
数
意
見
に
賛
同
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
判
示
第
３
に
つ
き
、
今
崎

裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
補
足
し
て
意
見
を
述
べ
て
お
き

た
い
。

判
示
第
３
で
は
、
公
職
選
挙
法
２
５
１

条
の
規
定
に
よ
り
遡
っ
て
市
会
議
員
の

職
を
失
っ
た
当
選
人
が
市
会
議
員
と
し

て
行
っ
た
活
動
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す

る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

同
条
の
規
定
に
よ
り
当
選
の
効
力
は

遡
っ
て
失
わ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
と

こ
ろ
、多
数
意
見
が
説
示
す
る
と
お
り
、

同
条
が
当
選
の
遡
及
的
無
効
を
規
定
し

た
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
、
上
記
当
選
人
が

失
職
す
る
ま
で
に
行
っ
た
活
動
は
正
当

に
選
挙
さ
れ
た
市
会
議
員
に
よ
る
活
動

で
は
な
い
と
い
う
ほ
か
な
く
、
上
告
人

と
の
関
係
で
価
値
を
有
し
な
い
も
の
と

評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
崎
裁
判
官

は
、
被
上
告
人
が
外
形
上
市
会
議
員
と

し
て
活
動
し
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
残

る
か
ら
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
も
相
応

の
評
価
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
性

質
上
、
裁
判
所
が
議
員
の
活
動
の
内
容

た
め
に
は
そ
れ
を
根
拠
付
け
る
措
置
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
例
え
ば
、

議
会
に
お
い
て
上
記
当
選
人
の
活
動
の

評
価
に
つ
い
て
審
議
を
し
、
そ
れ
に
基

づ
く
議
決
を
す
る
こ
と
に
よ
り
上
記
当

選
人
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権

を
一
定
程
度
限
定
す
る
こ
と
に
す
る
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な

手
続
の
下
で
ど
の
程
度
の
利
益
の
保
持

を
認
め
る
か
等
に
つ
い
て
一
定
の
ル
ー

ル
を
定
め
て
お
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
従
前
は
、
上
記

当
選
人
に
支
払
わ
れ
た
議
員
報
酬
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
が
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
上
記
当
選
人
に
対
す
る

不
当
利
得
返
還
請
求
を
し
な
い
と
の
運

用
が
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
う
か
が
わ

れ
る
が
、他
の
地
方
公
共
団
体
も
含
め
、

本
判
決
を
機
に
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い

て
の
議
論
が
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

裁
判
官
今
崎
幸
彦
の
反
対
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
多
数
意
見
の
第
３
、
す
な
わ

ち
原
判
断
の
う
ち
議
員
報
酬
及
び
期
末

手
当（
以
下「
議
員
報
酬
等
」と
い
う
。）

に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
多
数
意

見
と
異
な
り
、
原
判
断
は
こ
れ
を
是
認

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

被
上
告
人
は
、
市
会
議
員
選
挙
に
当

選
し
た
も
の
の
、
公
職
選
挙
法
２
２
１

条
３
項
１
号
、
同
条
１
項
１
号
の
罪
に

よ
り
有
罪
の
確
定
判
決
を
受
け
た
も
の

で
あ
り
、
同
法
２
５
１
条
は
、
当
選
人

が
そ
の
選
挙
に
関
し
所
定
の
罪
を
犯
し

刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
は
そ
の
当
選
人

の
当
選
は
無
効
と
す
る
と
規
定
し
、
同

条
に
よ
る
無
効
の
効
果
が
当
選
時
に

遡
っ
て
生
じ
る
と
解
さ
れ
る
た
め
、
被

上
告
人
は
当
初
か
ら
そ
の
職
に
就
い
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

被
上
告
人
に
支
給
さ
れ
て
い
た
議
員
報

酬
等
は
、
同
条
に
よ
り
請
求
権
が
遡
っ

て
消
滅
す
る
に
至
っ
た
。

問
題
は
、以
上
を
前
提
と
し
た
上
で
、

有
罪
判
決
の
確
定
前
に
被
上
告
人
が
市

会
議
員
と
し
て
行
っ
た
行
為
を
ど
う
評

価
す
る
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と

え
資
格
を
欠
い
て
い
た
と
し
て
も
、
被

上
告
人
が
外
形
上
市
会
議
員
と
し
て
活

動
し
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
残
る
の
で

あ
り
、
上
告
人
は
、
被
上
告
人
に
よ
る

法
律
上
の
原
因
を
欠
い
た
労
務
の
提
供

に
よ
り
利
益
を
受
け
た
（
こ
こ
で
い
う

に
立
ち
入
っ
て
そ
の
活
動
の
客
観
的
価

値
を
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
被
上
告
人
の

保
持
す
べ
き
利
益
は
、
議
員
と
し
て
職

務
を
遂
行
す
る
立
場
に
あ
っ
た
期
間
に

見
合
う
正
規
の
議
員
報
酬
等
の
額
と
同

額
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
が
議
員
の
活

動
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
そ
の
活
動
の

客
観
的
価
値
を
評
価
す
る
の
が
困
難
で

あ
り
、
か
つ
、
相
当
で
な
い
こ
と
は
、

そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
上
記
当
選
人

が
失
職
す
る
ま
で
に
行
っ
た
活
動
に
は

法
的
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
正
規
の
議
員
報

酬
等
の
額
と
完
全
に
同
等
の
価
値
を
有

す
る
も
の
と
評
価
す
る
と
い
う
の
は
、

現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
無
理
が
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
被
上
告
人
が
外
形
上
市

会
議
員
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
事
実

と
し
て
残
る
こ
と
は
、
今
崎
裁
判
官
の

指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
り
、
公
職
選
挙

法
２
５
１
条
の
規
定
に
よ
り
遡
っ
て
市

会
議
員
の
職
を
失
っ
た
当
選
人
に
一
定

の
利
益
の
保
持
を
認
め
る
の
が
相
当
と

い
え
る
場
合
も
あ
り
得
よ
う
が
、
そ
の
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利
益
の
評
価
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ

る
。）
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

被
上
告
人
が
上
告
人
に
対
し
不
当
利
得

返
還
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
議
員
と

し
て
活
動
し
た
こ
と
に
基
づ
く
議
員
報

酬
等
の
請
求
権
と
、
議
員
と
し
て
の
資

格
を
失
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
議
員

報
酬
等
相
当
額
の
不
当
利
得
返
還
請
求

権
と
は
、
両
立
し
な
い
発
生
原
因
事
実

を
前
提
と
す
る
別
個
の
権
利
で
あ
る
。

多
数
意
見
は
、
こ
の
不
当
利
得
返
還
請

求
権
は
発
生
し
な
い
と
い
う
趣
旨
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
論
証
が
尽
く
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
議
員
報
酬
等
の
請

求
権
が
失
わ
れ
る
の
は
公
職
選
挙
法

２
５
１
条
に
よ
る
が
、
同
法
は
あ
く
ま

で
も
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
等

の
選
挙
に
つ
い
て
定
め
た
法
律
で
あ

り
、
そ
の
性
質
上
同
条
の
効
果
が
及
ぶ

の
も
議
員
報
酬
等
の
請
求
権
の
遡
及
的

な
消
滅
ま
で
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と

し
て
発
生
す
る
民
事
上
の
法
律
関
係
に

ま
で
そ
の
規
律
が
及
ぶ
と
解
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
議
員
報
酬
等
に

つ
い
て
定
め
る
地
方
自
治
法
２
０
３
条

き
で
あ
っ
て
、
正
規
の
議
員
報
酬
等
の

額
と
同
額
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必

然
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。し
か
し
、

議
員
の
活
動
は
そ
の
性
質
上
広
範
か
つ

多
種
多
様
で
あ
り
、
職
務
（
役
務
）
と

議
員
報
酬
等
と
の
間
に
は
対
価
関
係
が

あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
抽
象
的
な
も

の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
が
そ
の
内
容
に

立
ち
入
っ
て
客
観
的
価
値
を
評
価
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
相
当
で
も
な

い
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
結
論
と

し
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
被
上
告
人

の
保
持
す
べ
き
利
益
は
、
議
員
と
し
て

職
務
を
遂
行
す
る
立
場
に
あ
っ
た
期
間

に
見
合
う
正
規
の
議
員
報
酬
等
の
額
と

同
額
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

る
。
も
と
よ
り
、
然
る
べ
き
実
体
要
件

と
適
正
な
手
続
の
下
、
適
切
な
立
場
に

あ
る
者
の
判
断
に
よ
り
正
規
の
額
か
ら

減
ず
る
（
多
数
意
見
の
よ
う
に
ゼ
ロ
と

評
価
す
る
）
こ
と
は
政
策
と
し
て
十
分

に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た

制
度
を
設
け
て
い
れ
ば
、
選
挙
の
公
正

を
害
し
た
人
物
に
利
益
を
得
さ
せ
る
こ

と
に
よ
る
不
条
理
を
感
じ
る
こ
と
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件

で
そ
う
し
た
手
当
て
は
さ
れ
て
い
な

が
議
員
資
格
を
失
っ
た
者
の
権
利
に
触

れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
文
面
上
明
ら

か
で
あ
る
。さ
ら
に
、当
選
無
効
と
な
っ

た
議
員
の
加
わ
っ
た
議
会
の
議
決
に
つ

い
て
は
、直
ち
に
は
効
力
に
影
響
せ
ず
、

同
法
１
７
６
条
４
項
に
よ
る
再
議
の
原

因
に
な
る
と
解
す
る
の
が
一
般
で
あ

る
。
こ
れ
な
ど
は
、
当
該
議
決
に
瑕
疵

が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
一
方
で
、
議
員

に
よ
る
活
動
に
つ
い
て
も
何
が
し
か
の

価
値
を
認
め
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
い

え
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
活
動

に
つ
い
て
も
相
応
の
評
価
を
す
る
の
が

筋
で
あ
ろ
う
。
以
上
要
す
る
に
、
現
行

法
の
限
り
で
は
、
議
員
資
格
を
失
っ
た

者
に
つ
い
て
、
議
員
と
し
て
活
動
し
た

こ
と
に
基
づ
く
不
当
利
得
返
還
請
求
権

の
存
在
を
否
定
す
る
根
拠
は
な
い
と
い

う
ほ
か
な
く
、
本
件
に
お
い
て
も
上
告

人
が
被
上
告
人
に
対
し
不
当
利
得
の
返

還
義
務
を
負
う
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

選
挙
犯
罪
を
行
い
議
員
資
格
を
失
っ

た
者
に
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
し
て

労
務
提
供
の
反
対
給
付
に
係
る
利
益
の

保
持
を
許
す
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も

当
該
労
務
の
客
観
的
評
価
に
基
づ
く
べ

い
。以

上
の
理
由
か
ら
、
私
は
、
被
上
告

人
の
相
殺
の
抗
弁
を
一
部
認
め
た
原
審

の
判
断
は
、
こ
れ
を
是
認
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
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